
平成25年度 第 2回ワークショップ 『施設の使い方』 全班まとめ 

 

機 能 意 見 過ごし方・使い方 必要な施設・部屋 

交流施設  交流施設 サークル活動 

 施設 旬のサークルが使える施設が不足している 

 高齢者向け愛好者ダンスホール 

 小学生がお年よりのサークルと交流しにくる 

 若者向けダンススタジオ 

サークル活動を 

行っている 

ホール、 

スタジオ 

  交流施設 中小の会議が出来る施設 

 中高年向けのパソコン教室 

 学びたい人が夜間に勉強をしている 

会議や教室が 

開かれている 
会議室 

  中・高年者が郷土料理を若者に伝える 

 親子で料理教室 

 誰でも参加できる料理教室 

 新しい調理室がほしい（公民館に） 

 誰でも使えるキッチンがある 

 おばあちゃん世代の方々が、お母さん世代へ郷土料理を伝える。調理して食べる場所 

料理を 

学んでいる 
近代的な調理室 

  高齢者が子供達と手作りのおもちゃを作っている 

 地区のサロンで子供たちにお手玉等を教えている 

 老人と子供が何かをして遊ぶ学ぶ 

 中・高年者が若人に昔からの行事を伝える 

 お年寄りと子供が学べる＆遊べる公民館 

 高齢者と幼児子供が、何気なくふれ合える場を 

 子供たちに昔の川之江の歴史を話したりする交流の場としたい 

 高齢者と子供との交流を図り、昔の体験を話たり、子供から最新のことを聞く 

 高齢者が日常的に幼児・児童に読み聞かせや昔話 etc が出来る場所の提供 

 大人が子供に教える（仕事等） 

 老人憩いの家 老人同士のふれあい 老人と子供達のふれあいの場所 昔の遊び 

多世代が 

遊び・交流している 

学び・遊べる場、 

作業場 

  高校生・中学生達と社会人が色々な話をする 

 高齢者、幼児、赤ちゃん連れの方など、はば広い年代で、ゆっくりお菓子などを食べながら話せる

場。 

 子育てに不安な人と経験豊かな人が話し合えるところ 

 子育て中の母親がちょっと息ぬきできるような場所を作りたい 

 中高生の子供たちが放課後の居場所となるようなところを作りたい 

 色々な年代の人々が他業種の枠をこえて話す 

 子供と老人が一緒に使える（ふれ合える）交流施設 

 一人暮らしの高齢者の方が気軽に集まり幅広い年齢層の人たちと集える集会所 

 人と人を結ぶコミュニティー 

 中学・高校生が思いっ切り発散できる所 

 施設 老人・子供と分けないで使えると有効利用できると思う 

 近所、友達等で手芸、身近な話合いを持ちたいです 

 公民館の利用方法として特定のサークル活動の場の提供のみに終らず、色んな人が自由に参

加出来るような方策を考えられる。 

 高齢者同士で気軽に話をしたい（お茶を飲みながら） 

 市民が自由に使える多目的な場所 

様々な人とふれあい 

過ごしている 

集会所、 

多目的室 

  だれでも自分の作品を発表できるギャラリーの場がある 

 踊りや手品など○○フェスタをおこなう 

 小ホールなどもあり地域の発表の場がもてる 

 3 世代の人たちが一緒になって行事を行える施設 

 子どもと高齢者が同じイベントを楽しんでいる（四季折々の） 

 結婚式場のように広さがフレキシブルに変わる施設で、小さな会議（社会人）に作ったり、大きな

イベント（市民）ができる 

 高齢者と子供が一緒に何かをするイベントを開く 

 あらゆる年代の人がイベントの打合せをしている 

 子供たちがパーティをしている 

 高齢者と幼い子供たちがゆったりと交流できる（イベント・コンサート）広いたたみ（フラット）の部屋 

様々なイベントにより 

楽しんでいる 

ギャラリー、 

イベントスペース、 

可動式大広間 

  バリアフリーの新しいホールが欲しい － バリアフリー 

文化・観光 

施設 

 文化 観光、秋祭りとか紙まつりとかもっと外から人が来てもらえる様に考える 

 子供達が高齢者に楽器や歌を聞いてもらう 

 作品展示会（発表会） 

 文化祭に家族で見学に行く 

 ホールが満席になるカラオケ大会（愛好者向け） 

イベントが開催 

されている 
可動式階段イスのある大広間 

  地域の技能（水引手スキ紙）を子供達に教えている・ 

 秋祭りの太鼓台の組建の時、子供達に組建て方や歴史を話している 

 大人が子供に伝える（伝統・文化等） 

地域芸能や技能を 

教えている 
広場、駐車場 

  他市、他県の人に気軽に案内できる施設（観光施設） 

 ここに来れば市の歴史がわかる 

 文化施設 昔の文化のほりおこし 

 観光施設 句碑、歌碑等が市内にたくさんあるが、それを市民に知らす何かがあればよい 

 外部から来た人が、よくわかる文化・観光施設 

川之江地区の 

PR がされている 
わかりやすい案内板や観光マップ 

  子供たちが川之江の歴史を勉強する場所 

 希望する人が歴史（川之江等）の講義がうけられる 

 市民が川之江の歴史について学ぶ 

 専門職の話をきける場所 

学習や講座が 

開かれている 
会議室 



機 能 意 見 過ごし方・使い方 必要な施設・部屋 

公園・広場  子供が自由に遊べる芝生の公園 

 子供が自由に遊べる公園がほしい 

 小中学生の子供たちが思いきり草野球やサッカーができるところを作りたい 

 子供たちが危なくなく遊んだりボールをけったり出来る公園 

 子供たちが伸び伸びと遊べる広い芝生のスペース、フリマスペースにも利用 

 子供、若者その他たくさんの方が使えるスポーツ（フットサル） 

 子供たちが安全に遊べる所 

 子供達が遊べる 

 若者がサッカーや野球をしている 

 小・中・高生がフットサルをしている 

 幼児が遊べる道具施設のある公園 

子ども達が 

思いっきり 

遊んでいる 

芝生の広場、 

屋根付き人工芝グラウンド、 

フリーマーケットスペース、 

フットサルコート、 

幼児が遊べる道具、 

総合スポーツ施設 

  高齢者が子供達に昔の遊びを教える 

 親子三世代の時代です。三代で昔なつかしい遊びをしてみたい 

 公園・広場 子供と老人が触れ合えるものがあるとよい 

 子供達とふれあいの時を持ちたい 

 親子で遊べる公園 

 みんなで公園で遊ぶ 

 障がいのある子、その親が気にせず遊んでいる。くつろげる。 

 公園 広場 健康体操 

 様々な特技のある人々と市民が接する 

 公園広場 芝生化をして地域の方とふれあい 

 高齢者がダンスをしている（広場、公民館） 

 子供～大人までボール遊びサイクリングが出来る 

 市民がジョギングやらウォーキングをしている 

 スポーツが出来る一の宮にあるような BMX パーク 

 仲間で楽しむ（スポーツ趣味等） 

 各県、各方面から四国中央市に集まり各種イベントや大会が出来るスポーツ施設 

 皆が利用できる野外スポーツ施設 

 孫と公園で遊んでいる 

 参考点（松山市の様な）コミセンプールも含む施設 

様々な世代、人が 

ふれあい、遊び、 

スポーツをして、 

交流している 

サイクリングロード、 

芝生広場、 

イベントスペース、 

スポーツ施設 

ベンチ、 

BMX パーク、 

総合スポーツ施設 

  子どもがあそべる遊具があり、高齢者や母親父親がベンチに座ってながめている 

 家族がベンチでだんらんしている公園 

 母と娘が犬を連れて散歩 

 ペットといっしょに遊べる 

 ベビーカーを押して散歩している 

 同年齢者でピクニック（散歩）をしたい 

 高齢者がのんびり歩ける 

 安心して公園デビューができる施設場所 

 老若男女がゆっくり、のんびり時をすごす 

散歩したり 

団らんしている 

遊歩道、 

ベンチ 

 
 公園 芝生 災害時に利用出来る 

災害時にも 

利用されている 
－ 

  高齢者が花や紅葉をみてほほえんでいる 

 自然にふれあえる広場（安心な場） 

 みんなで花畑を作っている 

花壇をつくり、 

自然に触れている 
花壇 

  青空教室でだれでも先生になれる（手品をしたり絵本をよんだり） 

 公園の緑の中でフリースクールの開室 
教室が開かれている 木 

  雨がふっても楽しくすごせる場所 

 雨の日でも安全に過ごせる場所でだれでも行ける施設で高齢者と子どもが同じあそびをしている 

 天気に関係なくスポーツイベントができる 

 雨の日でも、お弁当を持って来て食べられる、フードコート、または屋内公園 

天気に関係なく 

楽しんでいる 
屋根のある屋外スペース 

  全ての人が広場に集まりオリンピックを見ている スポーツ観戦している 大画面モニター 

その他  北・南中に行き、生徒にコマ回しを指導している 

 利用者が駐車しやすい駐車場がある施設 

 子供たちが体験できるお仕事館のような施設 

 未来の為の教育（指導）（人づくり） 

 活性化の為に教育、就労、医療・福祉 

－ － 

 
 公園 城山公園を活用できるように整理、掃除等してほしい 

しっかりと施設が 

管理されている 

公園・施設を維持 

管理する体制制度 

 

 ひとつの施設で十分(全てを集約させる) － 

木の施設（軒下で雨もしのげる）、 

音楽スタジオ、 

教室ができる部屋、 

畳の部屋、 

木のおもちゃの部屋、 

芝生広場（自然共）、 

運動ができる広い部屋、 

床だけの場所 

 


